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社協すぎなみ社協すぎなみ
ホームページでもご覧になれます。
広報紙「すぎなみ社協」は奇数月（5・7・9・11・1・3）10日発行です。

杉並社協 検　索

〒167-0051 杉並区荻窪5-15-13 あんさんぶる荻窪5階 ｅ-mail fukushi@sugisyakyo.com☎03（5347）1010（代）

主な記事
2面	●�福祉なんでも相談
	 ●�ファミリーサポートセンター
3面	●�すぎなみ地域福祉フォーラム

2015報告
	 ●�歳末たすけあい運動街頭募金報告
	 ●�ささえあう地域福祉の輪
4面	●�あんしんサポート講演会
	 ●�はじめてのボランティア説明会
	 ●�きずなサロン運営のい・ろ・は
	 ●�平成28年度地域福祉活動費

助成金のご案内
	 ●�読者アンケート
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昨
年
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
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杉
並
区
か
ら
受
託
い
た
し
ま
し
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
は
、
昨
年
４
月
１
日
に
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
４
階
に
「
く
ら
し
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サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
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ン
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生
活
自
立
支
援
窓
口
」
を
開
設
し
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事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
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開
設
当
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
を
受
け
、

全
国
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
４
月
に
は
延
べ
３
１
３

件
の
相
談
が
、
そ
の
後
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月
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４
０
０
件
を
超
す
相
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が

あ
り
ま
し
た
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し
か
し
、
自
立
に
つ
な
が
っ
た
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ー
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は
相
談
者
の

１
割
ほ
ど
で
、
こ
の
事
業
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
事
業
の
周
知
に
努
め
る
と
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も
に
、
相
談
者
一
人
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と
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寄
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ま
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関
係
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と
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図
り
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く
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て
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す
。

　

昨
今
の
わ
が
国
は
高
齢
、少
子
社
会
が
進
行
し
て
お
り
、福
祉
分

野
の
仕
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も
こ
の
変
化
に
適
切
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応
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で

す
。こ
の
よ
う
な
中
、厚
生
労
働
省
は
平
成
28
年
度
予
算
概
算
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求

で
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包
括
的
な
相
談
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
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域
の
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を

踏
ま
え
た
支
援
の
総
合
的
な
提
供
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柱
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さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新
し
い
地
域
包
括
支
援
体
制
の
構
築
』に
取

り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、す
べ
て
の
人
が
、年
齢
や
状
況
を

問
わ
ず
、そ
の
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

「
地
域
づ
く
り
」を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く

り
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
杉
並
社
協
は
「
さ
さ
え
あ
う
地
域
づ

く
り
が
仕
事
で
す
」
の
理
念
の
下
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
役
職
員
一
同
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長　

小
林
　
義
明

新
し
い
年
を
迎
え
て

　「何かやりたい」と思いながらも、何から始めていいのかわから
ない方。
　何もしないのはもったいないことです� あなたの最初の一歩を
ボランティアセンターが持っている様々なジャンルの情報やネット
ワークでおつなぎします。
　今年はさらに活動を始
めやすいきっかけづくり
や、わかりやすい情報発信
を積極的に行っていきま
す。

　平成 26 年４月にスタートしてから１年９カ月がたち
ました。始めてみてわかったことは困りごとを抱える
本人だけでなく、周りで見守る・支える人からの相談
もあるということです。
　「声をかけてみたけれど断られてしまった」「どのよ
うに声をかけたらよいのかわからない」といった “ 困
りごと ” の多くは、一人ではなかなか解決できず、周
囲の助けや見守りが必要です。
　SOS を出せるチカラ、助けるチカラを地域の中で
つないでいく一助になるよう今年も取り組みます。

相談できる・助け合える
地域のつながりを
応援します。

福祉なんでも相談福祉なんでも相談福祉なんでも相談杉並ボランティアセンター杉並ボランティアセンター杉並ボランティアセンター
人と“まち”をつなぎます�

地域とつながる第一歩へ�
杉並社協は今年も『共助のまちづくり』に取り組みます

　職員一同、皆さまのさまざまなご相談を受け止め、地域のもつ力を大
切にし、杉並区がより住み良いまちとなるよう支援していきます。

　ささえあいサービスは、高齢者や
心身に何らかの障害がある方等が住
み慣れた地域で安心して暮らし続け
られるようにするため、家事や介護
の援助を行う、地域住民同士で支え
あう仕組みです。

　杉並ファミリーサポートセンター
は、小さな子どものいる方の子育
てを支援するため、地域の中で
子育ての相互援助を行う会員
制の組織です。

ささえあいサービスの外出介
助研
修の
様

子 杉
並
フ
ァ

ミリーサポートセンター
の活

動
の
様
子

▲

ボランティア・地域活動
見本市では、ボランティア
活動のきっかけをつかめま
す

杉並ファミリーサポートセンター杉並ファミリーサポートセンター杉並ファミリーサポートセンターささえあいサービス・ささえあいサービス・ささえあいサービス・
地域のささえあい活動を広げていきます�



2

ささえあう地域づくりが仕事です 社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

すぎなみ社協　平成 　（     ）年　 月　 日 No.     号2016 1 1028 171

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

地域の子育てに力を貸してくださる方
を募集しています。
まずはお気軽にお問い合わせください。

ささえあい係
杉並ファミリーサポートセンター
☎ 03（5347）1021

問
合
せ

活動内容
　・保育施設への送迎と、それに伴う子どもの預かり
　・放課後や学童保育終了後の子どもの預かり
　・利用会員が外出する際の子どもの預かり
� ……などが代表的な活動です
　※対象はおおむね10歳までのお子さんです。
協力会員になれる方
　20歳以上の方で、子育て支援に意欲のある区民の方
謝礼
　１時間800円（早朝・夜間は1000円）
入会ご希望の方
　入会登録手続きのため窓口へおいでください。
　入会後は登録時研修に参加していただきます。
＜今年度の登録時研修日程＞
　平成28年１月20日 ㈬　３月11日 ㈮　10：00 ～ 12：00
　　※両日とも同じ内容です。
　�　また、フォローアップ研修や、協力会員と職員の交流会なども

開催し、安心して活動できるようにサポートを行っています。

　ご相談は電話または社協窓口でお受けしています。相談内容によって
は、職員が訪問いたします。また、必要に応じて他の相談機関・窓口へ
の橋渡しをさせていただくこともあります。相談は無料、プライバシー
は守りますので、安心してご相談ください。

　生活上の心配ごとや困りごと等の軽減に向けて、職員が一緒に考えて整理していきます。
　昨年度新規のご相談は382件ありました。そのうち、半数以上が65歳以上の高齢者ご本人からの電話による相談でし
た。ご相談の内容によっては、課題が複雑に絡み合っている場合など、すぐに解決策が見つからないこともあります。
ご相談者が困りごとを抱えて孤立することがないように地域や関係機関と連携しながら見守るなど、支援の輪を広げて
いきます。

A．病気や
健康のこと

32％

14％13％

12％

12％

12％ B．人間関係・
近所づきあい

C．子育て　2％D．金銭に関すること

E．老後・介護

G．住まい

3％
F．仕事

H．その他

福祉なんでも相談　相談内容内訳

※平成26年度

　区民の子育てを支援するための仕組みとして、平成11年10月にスタ
ートし、17年目に入りました。「子育ての手助けをしてほしい人」（利
用会員）と「手助けができる人」（協力会員）が地域の中で相互援助
を行う会員の組織として運営、杉並社協が会員双方をコーディネート
する事務局を担っています。

杉並ファミリーサポートセンターってなに？

杉並ファミリーサポートセンター杉並ファミリーサポートセンター

「確かにお一人でいろいろなさっていて素晴らしいです。た
だ、これからのことを考えて地域の相談窓口へ見学に行って
みませんか」

＊�地域包括支援センターケア24について説明し、相談に同行。介護が必
要になっても相談窓口があることが分かり安心されていました。最近
は、窓口で紹介された地域のサークルに参加しているそうです。

「大変ななか、お疲れさまです。特に最近疲れやすいならば、
一度診てもらったほうがよいかもしれませんね。」

＊�その後、近隣の病院に受診し、体調が安定。現在も定期的に通院して
いるそうです。

「まだ自分一人で大丈夫。でも訪問販売とか来ると、一人な
ので心配」

「今日も体調不良のなか仕事です。疲れて疲れて…。病院に
行ってみたほうがいいかな？」

人の世話にはなりたくない、でも不安

だれかに認められて背中を押してほしい

協力会員募集
Ｑ．�協力会員になろうと思ったきっかけは？
　２人の子どもを育てていた頃、下の子から手が離せない私を見て、上の子
のクラスメートのお母さん方が、幼稚園への送り迎えなどを快く手伝ってく
ださいました。
　その後、子どもも成長し、自分にできることは何かと考えたときに、杉並
区報でファミリーサポートセンターの協力会員を募集していることを知りま
した。自分が助けていただいた感謝の気持ちを、この活動への参加によって
お返しすることができればよいとの思いで始めました。
Ｑ．�協力会員として大切にしていることは？
　「無理をしないこと」です。利用会員さんとの最初の事前打ち合わせのとき
に、お子さんの様子をしっかり見て、自分にできることを前向きに考えて引
き受けるようにしています。
Ｑ．�協力会員となってよかったことは？
　自分の家族のサポートがあったことが
とても大きかったです。家族が温かい目
で関わってくれるので、家の中がとても
明るくなります。学ぶことも多く、来て
くれるたびに私たち家族を成長させてく
れています。これほど素晴らしい出会い
は他にないと思うぐらい、大切な時間で
す。私はファミリーサポートセンターの
活動によって支えられています。 活動のひとこま

協力会員：横田　紀子さん

活動している方にインタビューしました

地域で子育て応援�

福 祉 な ん で も 相 談

相談例を紹介します

生活相談係　☎ 03（5347）2064
問合せ

杉並ファミリーサポートセンター

福
祉
な
ん
で
も
相
談
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ささえあう

地域福祉地域福祉 輪輪の

　東京YMCAのオープンスペー
スliby（以下：リビー）は西荻窪
の閑静な住宅街の民家で、主にひ
きこもり、不登校の子どもたちの
居場所を開いている団体です。リ
ビ ー に はlet it beとYMCAの 頭
文字を取り、誰もがありのままに

いられる場所という意味が込めら
れています。
　リビーに集まってくるのは主に
10代から20代が中心で、自宅や
学校以外の居場所を求めてやって
きます。「ひきこもり、不登校、
いじめや発達障害などで生きづら
さを抱える子どもたちが社会には
多くいます。行政や民間等の相談、
支援が充実してきましたが、それ
とは別の関わり方を求めてやって
きます」とスタッフの小倉さんは
話します。

　リビーが大切にしている活動
のひとつが “同じ釜の飯を食べ
る” です。作りたい人が作り、食
べたい人が食べる、自由な環境
で共に食卓を囲むことで、自然
に人と関わり、お互いを理解して
いくきっかけができるそうです。
　「毎日の食事やイベントの実施
などの運営には、多くの方の協力
があり成り立っています」と小倉
さん。現在もサポーターや食材な
どの寄付を募集しています。地域
には食材を買いすぎてしまったか

らと、持ってきてくれる方もいる
とのことです。ありのままでいら
れる地域を目指して、自分のでき
る範囲でできることをする、誰も
ができる支援が地域に広がってい
ることを感じました。

（取材　小林）

　平成 27 年 10 月25日㈰ にすぎなみ地域福祉フォーラム2015を開催
しました。今年は、西荻地域区民センターを会場に、「なぜつながるの？
心地よさから始める一歩」のテーマのもと、基調講演と分科会、杉並区
内で発行されているマップを集めたマップ展を行いました。

分科会
2 つの分科会で、地域で活動をしている方々に実践報告をしていた
だき、テーマに沿ってグループワークを行いました。参加者の方々は、

「地域のつながり」について活発に意見を交わしていました。

「考えてみよう�
 心地よい居場所って？」

すぎなみ地域福祉フォーラム 2015

ファシリテーター 　広石　拓司 さん
　　　　　　　　　　（株式会社エンパブリック代表）

ファシリテーター 　樋口　蓉子 さん
（オープンリビングけやきの見える家代表）

分科会①
（参加者 29 名）

「マップでつなげる
～動いて、知って、知らせよう�～」

分科会②
（参加者 27 名）

基調講演 （参加者 75 名）

講　師　菱沼 幹男 さん
日本社会事業大学
社会福祉学部福祉計画学科　准教授

　地域で幸せに暮らすためには何が必要なのでしょ
うか？
　お金と家以外に…私たちが地域で心地よく暮らし

ていくために欠かせないことは「居場所」「友達」「役割」が必要である
こと。そして、近年の制度改正や環境の変化などから、住民同士による
たすけあい活動をさらに活発にしていく必要があるというお話を伺いま
した。

歳末たすけあい運動
　高円寺駅では高円寺中学校、杉並第四小学校、
杉並第八小学校、阿佐ヶ谷駅では、阿佐ヶ谷中
学校、杉並第六小学校、杉並第七小学校、荻窪
駅では天沼中学校、西荻窪駅では荻窪中学校の
児童・生徒の皆さんとともに募金の呼び掛けを
行いました。合計で227,950円もの募金が集ま
りました。
　また、一部の小学校児童・中学校生徒に対し
ては福祉教育の視点から、職員が募金運動の仕
組みや使われ方について授業をさせていただき
ました。生徒からは、募金をいただいたときの
嬉しさや、自分が住む地域に活用される募金の
意義について感想が寄せられました。
　歳末たすけあい運動募金にご協力いただいた
皆さま、ありがとうございました。

12月1日㈫ 16:15 ～ 17:00 JR荻窪駅

12月2日㈬ 15:45 ～ 16:30 JR阿佐ヶ谷駅

12月4日㈮ 16:00 ～ 17:00 JR高円寺駅

12月7日㈪ 15:00 ～ 16:00 JR西荻窪駅

報
告

（参加者 69 名）

たくさんの杉並区
内のマップが展示
されました

再発見！すぎなみマップ展

　①私はこんなマップがほしい
　②�マップの対象者・情報収集の方法・デザイン・配布

方法について考え、マップ作りのシミュレーション
を行う

　③マップでどんな「つながり」ができそうか

【グループワークのテーマ】

　①バージョンUP版サロンを考えてみよう！
　②おかんめし。杉並支部をつくる！
　③共同住宅のフリースペースで始める多世代地域交流

【グループワークのテーマ】

「なぜつながるの？心地よさから始める一歩」

�専門家（だけ）ではなく地域の人の力が必
要なのだということがよくわかりました。
�“やりたい”でも、“何をどうやって？”と思っ
ている人たちの集まりを継続してやってい
くチャンスを作ってほしい。
�チームで話し合う楽しさ、地域づくりの可
能性が実感できた。

参加者の声
基調講演

分科会①

分科会②

すぎなみ地域福祉フォーラム 2015

東京 YMCA“liby（リビー）”
小
お ぐ ら

倉　哲
さとる

さん

20

街頭募金を
実施しました！

み
ん
な
で

「募
お も い

金」が「地
ま ち

域」をよくするしくみ

民生委員・児童委員、町会・自治会のご協力をいただき、区内ＪＲ４駅で街頭募金を行いました。
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ささえあう地域づくりが仕事です 社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

す
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み
社
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私たちは杉並の地域福祉活動を応援しています。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

各ページの下端についている「音声コード」は、目の不自由な方などの
ために、本紙に掲載された印刷情報をデジタル情報に変えるための二次
元のバーコードです。専用の読み上げ装置で読み取り、音声で聞くこと
ができます。なお、コードの位置を示すために切り込みを入れています。

編集後記

今年も読者アンケートを実施します。
今後の紙面づくりの参考にさせていただき
ますので、ぜひご協力をお願いします。

（Ｓ.U）
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平成 27 年 10 月 1 日から 11 月 30 日まで
（お名前は承諾を得て掲載しています。）

４件…………………………………………………… 65,000 円
１件………………………………………………………… 米８kg

〈匿　　名〉

（公社）荻窪法人会　社会貢献委員会様…………………… タオル
（公社）杉並青色申告会女性部様……………… アクリルたわし他
杉並歩こう会様………… 車いす（自走式  ノーパンクタイヤ）

〈物品寄附〉

久保田　明様……………………………………………30,000 円
今村　冨美枝様………………………………………… 2,865 円

〈個　　人〉

杉並交通株式会社様………………………………… 100,000 円
日本イエス・キリスト教団荻窪栄光教会様…………10,000 円
桜上水商店睦会様………………………………………17,551 円
関東バス労働組合様……………………………………20,950 円
公益社団法人　荻窪法人会青年部会様………………64,809 円
杉並民踊舞踊連盟　会長　中屋　信子様……………73,292 円

〈団  体〉

ありがとうございました 
寄 附 者 名 簿

　これからボランティアを始めたいという方を対象とした基本的な
説明会です。
　「ボランティアってなに？」「どうしたら活動を始められるの?」等
の質問にお答えします。お気軽にご参加ください。

　今年は特に必要とされてい
る空白地域に、積極的に立ち
上げていきます。そこでサロ
ン立ち上げに興味のある方向
けに、「きずなサロン　運営の
い・ろ・は」を開催します！

　地域福祉活動費助成金は、歳末たすけあい運動の募金をもとに、地域福祉を推進
する活動（事業）に助成します。

平成28年度地域福祉活動費助成金のご案内
「募

お も い

金」が「地
ま ち

域」をよくするしくみ

【対象団体】
杉並区内で地域福祉活動を行っているか
または活動開始を予定している民間非営利
団体およびグループ。（営利、政治、思想
および宗教を目的とした団体は対象外とな
ります。）

【対象事業】
地域福祉活動を推進する事業で、特定の
組織の会員、構成委員等に限定されない
発展性のある事業。

【助成対象期間】
平成28年４月１日から平成29年３月31日に
実施する事業

【助成の種類と助成上限額】（総額：500万円）
●チャレンジ応援助成
　（予算）１事業上限 50万円

　※定例化している事業は含みません。
　・新規活動の立ち上げ
　・先駆的活動
●定例活動活性化助成
　（予算）１事業上限 20万円
　・既存の活動を活性化するための事業

【申請書の配布】
平成28年２月１日から地域福祉推進係の窓
口またはホームページからダウンロード
　http://borasen.jp/

【申込方法】
直接窓口へ持参

【申請締め切り】
平成28年２月29日 17：00まで（時間厳守）

【問合せ】
地域福祉推進係　☎ 03（5347）1017

問１　「すぎなみ社協」を読んだことがありますか?
①毎号読んでいる　②ときどき読んでいる　③初めて読んだ
問２　「すぎなみ社協」の掲載内容についてはいかがでしたか?
①満足　②不満　③どちらでもない　その理由（　　　　　　　　　　　　）
問３　今号で興味を持った記事を選択してください。（複数回答可）
①一面 杉並社協主な事業「今年の目標」　②二面 福祉なんでも相談　③二面 ファミリーサポートセンター
④三面 すぎなみ地域福祉フォーラム2015報告　⑤三面 街頭募金の報告　⑥三面 ささえあう地域福祉の輪
⑦四面 あんしんサポート講演会案内　⑧四面 はじめてのボランティア説明会
⑨四面 きずなサロン 運営のい・ろ・は　⑩四面 平成28年度地域福祉活動費助成金
問４　広報紙「すぎなみ社協」について、ご意見やご要望をお聞かせください。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今後の紙面づくりの参考にさせていただきますので、ぜひご協力ください。

　退職後、年金生活を送る上で、これからの老後の生活に不安を
感じている方が多いと思います。今回は高齢期のライフプランに
ついて、今ある年金で、どのように生活していくかについて着目
した講演会を開催します。初めて年金、保険の話を聞く方でもわ
かりやすい基礎的な内容ですので、参加をお待ちしています。

高齢期のライフプラン
「知っておきたい、年金、保険の話」

日　時	� 平成28年２月３日㈬ 14：00 ～ 16：00
場　所	� 阿佐谷地域区民センター　第４・５集会室
	 阿佐谷南１-47-17　ＪＲ阿佐ヶ谷駅南口　徒歩２分
定　員	 60人（申し込み先着順）
費　用	 無料
申込方法	１ 月12日㈫から、お電話でお申し込みください。
申込先	 あんしんサポート係　☎03（5347）1020

あんしんサポート　講演会

講　師	 本
もとやま
山 恭

きょうこ
子  氏

�特定社会保険労務士、行政書士、
産業カウンセラー、消費生活アドバイザー

はじめてのボランティア説明会

申請団体
募集

誰もが気軽に立ち寄れる
地域の集いの場

運営のい・ろ・は「きずなサロン」

読者アンケートのお願い

日　時	１ 月19日㈫、２月23日㈫ １日３回開催
	 10:00 ～ 11:30 ／ 13:30 ～ 15:00 ／ 19:00 ～ 20:30
場　所	 あんさんぶる荻窪　５階
対　象	 ボランティア活動に興味がある方
定　員	 各回７名（先着順）
申込み	 杉並ボランティアセンター
	 ☎03（5347）3939

宛先　〒167－0051 杉並区荻窪５－15－13 あんさんぶる荻窪５階 杉並区社会福祉協議会 管理係
　　　FAX：03（5347）2061　E－Mail：fukushi＠sugisyakyo.com

　アンケートの答えと、お名前、ご住所、電話番号、年代を明記し、２月５日㈮までにメール、
FAX、ハガキのいずれかの方法でご回答ください。抽選で５名さまに図書券〈500円〉を差し上げ
ます。発表は発送を持ってかえさせていただきます。

日　時	� 平成28年１月26日㈫ 13：30 ～ 15：30
場　所	� あんさんぶる荻窪５階　第２会議室
対　象	 サロンを立ち上げたいと思っている方
定　員	 10名（先着順）
申込み	 地域福祉推進係　☎03（5347）1017


